
原
爆
が
落
と
さ
れ
て
か

ら
75
年
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
、
原
水
爆
禁
止
世
界
大

会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
実

行
委
員
会
は
、
８
月
６
日

～
９
日
に
「
平
和
の
波
」

の
創
意
的
な
行
動
を
起
こ

そ
う
と
日
本
国
内
お
よ
び

世
界
各
国
に
呼
び
か
け
ま

し
た
。

静
岡
市
で
も
、
こ
の
呼

び
か
け
に
応
え
て
、
８
月

６
日
８
時
～
８
時
30
分
ま

で
、
市
内
２
か
所
で
ス
タ

ン
デ
ィ
ン
グ
行
動
を

行
い
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
、
横
断
幕
や
プ

ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
て

参
加
、
セ
ノ
バ
前
で
は
大
牧
正
孝

県
原
水
協
事
務
局
長
、
Ｊ
Ｒ
静
岡

駅
南
口
で
は
渡
辺
正
寿
県
平
和
委
員
会
事

務
局
長
を
中
心
に
道
行
く
人
々
に
原
水
爆

禁
止
と
平
和
、
そ
し
て
核
兵
器
禁
止
条
約

の
成
立
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
ス
ー
ダ
ン
が
署

名
し
署
名
国
は
82
か
国
と
な
り
、
批
准
国

は
フ
ィ
ジ
ー
、
ボ
ツ
ワ
ナ
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ

ア
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ニ
ウ
エ
と
５
か
国

が
増
え
、
43
か
国
と
な
り
ま
し
た
（
８
月

６
日
現
在
）
。
発
効
に
必
要
な
50
か
国
へ

の
到
達
ま
で
残
り
７
か
国
と
な
り
ま
し
た
。

ヒ
バ
ク
シ
ャ
署
名
は
、
核
兵

器
禁
止
条
約
の
発
効
に
大
き
な

力
と
な
り
ま
す
。

静
岡
県
平
和
委
員
会
は
、
２

３
０
０
０
筆
以
上
の

「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
署
名
」

を
集
め
ま
し
た
。
会

員
一
人
当
た
り
34
筆

に
な
り
ま
す
。
県
原

水
協
で
は
７
月
31
日

現
在
で
１
６
８
１
２

７
筆
を
カ
ウ
ン
ト
し

て
い
ま
す
。

毎
月
７
日
に
は
静

岡
県
被
爆
者
の
会
の

呼
び
掛
け
で
、
東
急

ビ
ル
前
で
署
名
行
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
８
月
７
日
は
７
団
体
10

名
の
参
加
で
夏
空
の
下
、
12
時
か

ら
行
わ
れ
ま
し
た
。
高
校
生
な
ど

若
者
の
反
応

が
良
く
１
時

間
で
１
３
９
筆
の
賛

同
署
名
が
集
ま
り
ま

し
た
。

「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
署
名
」

の
最
終
締
め
切
り
は
９
月
18
日
で
す
。
東

京
へ
送
る
関
係
で
、
９
月
15
日
ま
で
に
は

平
和
委
員
会
事
務
所
に
届
く
よ
う
に
、
最

後
の
奮
闘
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
事
務
局
）
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八
月
九

日
は
、
長

崎
に
原
爆

が
投
下
さ

れ
75
年
。

う
た
ご
え
の
仲
間
達
と
青
葉

公
園
に
集
ま
り
11
時
２
分
全

員
で
黙
と
う
、
「
長
崎
の
鐘
」

「
青
い
空
は
」
「
原
爆
許
す

ま
じ
」
等
歌
い
ま
し
た
。
暑

い
中
、
私
達
は
木
陰
を

見
つ
け
歌
う
事
が
出
来

ま
し
た
。
こ
ん
な
暑
い

中
、
原
爆
が
投
下
さ
れ

た
の
か
と
思
う
と
「
水
、

水
、
水
を
く
れ
」
と
言
っ

て
亡
く
な
っ
た
人
々
の

叫
び
が
聞
こ
え
て
く
る

よ
う
で
し
た
。

私
は
昭
和
20
年
生
ま

れ
な
の
で
、
命
を
与
え

ら
れ
た
年
月
と
あ
れ
か

ら
75
年
が
い
つ
も
重
な

り
、
一
日
も
早
く
、
無

念
に
亡
く
な
っ
た
人
々
、

今
ま
だ
苦
し
ん
で
い
る

被
爆
者
の
人
達
に
心
よ

せ
、
核
兵
器
廃
絶
を
現

実
の
も
の
に
し
な
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
広
島
、
長
崎
で

の
記
念
集
会
、
両
市
長
か
ら

も
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止

条
約
へ
の
署
名
、
批
准
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

が
世
界
中
で
蔓
延
し
て
い
る

今
、
「
終
末
時
計
」
は
残
り

１
０
０
秒
。
「
自
国
だ
け
の

平
和
は
あ
り
得
な
い
、
世
界

は
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
か

ら
」
と
難
民
対
策
に
奮
闘
し

た
緒
方
貞
子
さ
ん
の
言
葉
で

あ
り
ま
す
。

日
本
政
府
は
「
核
保
有
国
」

と
「
非
保
有
国
」
の
橋
渡
し

を
し
た
い
と
言
い
「
被

爆
者
に
寄
り
添
っ
て
」

と
も
言
っ
て
い
ま
す
が
、

今
、
被
爆
者
の
人
達
が

何
を
も
と
め
て
い
る
の

か
わ
か
ろ
う
と
し
な
い
。

そ
ん
な
態
度
に
怒
り
心

頭
。
け
れ
ど
「
相
互
不

信
」
の
流
れ
を
壊
し
、

対
話
に
よ
る
「
信
頼
」

の
構
築
を
目
指
さ
な
く

て
は
。
「
あ
な
た
が
住

む
未
来
の
地
球
に
核
兵

器
は
必
要
で
す
か
」
と

い
う
長
崎
市
長
の
言
葉

に
同
感
！

私
達
が
青
葉
公
園
で

歌
っ
て
い
た
ら
、
今
97

歳
に
な
る
と
い
う
通
り
が
か
っ

た
人
が
、
「
長
崎
の
鐘
」
を

一
緒
に
歌
っ
て
く
れ
、
戦
争

体
験
者
だ
と
い
う
話
も
し
て

く
れ
ま
し
た
。
何
か
元
気
を

も
ら
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。

被爆75年目の夏に思う事 ～黒田 久予～
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風の
子

コロナを利用した改憲

コロナ感染が東京、大阪、沖縄と

拡大しています。アベノマスクやGo

Toキャンペーンなど安倍首相のコロ

ナ対策、世論調査で国民は厳しい見方をしています。

６月に国会を閉じてから、本格的な国会審議や正式

な記者会見が行われず、状況の変化に対応した方針

を国民の前に示すわけでも、国会で必要な法改正を

するわけでもありません。

２月の感染拡大から、「安倍首相はコロナを改憲

に利用しているのでは？」という指摘が繰り返しさ

れてきました。今年の５月３日の改憲団体の集会に、

改めて改憲の意欲を示すビデオメッセージを送りま

した。安倍首相は現行憲法ではコロナ対策はできな

いと繰り返し述べ、緊急時に政府にさらに多くの権

限が与えられるという内容が憲法の条文に盛り込ま

れる必要があると表明しました。まさにコロナに便

乗する緊急事態条項です。

コロナが一時おさまったのは、自粛でも国民が真

面目に対応したから。ヨーロッパのロックダウンよ

り効果がありました。緊急事態条項は国会の機能も

内閣に任せる、内閣の政令が法律の権能を持つとい

うこと。今、何もできない政府、見当違いの政府に

強権を任せてもしょうがないじゃないですか？コロ

ナを改憲に利用するのではなく、真面目にコロナ対

策をしてほしい。でなかったら、安倍さん辞めてく

ださい。早く臨時国会を開いて実質的な議論をすべ

きです。 林 克

つむじ風

市内２か所で８･６「平和の波」行動

積極的に応える若者

（８月７日東急前ヒバクシャ署名行動）

核
禁
条
約
署
名
82
か
国

批
准
43
か
国
に
前
進
！

若者が応えるヒバクシャ署名

ＪＲ静岡駅南口での「平和の波」行動



ミ
サ
イ
ル
防
衛
の
イ
ー
ジ
ス
ア
シ
ョ

ア
計
画
中
止
の
代
案
の
よ
う
な
形
で

「
敵
基
地
攻
撃
論
」
が
浮
上
し
て
き

ま
し
た
。
極
超
音
速
兵
器
や
無
人
機

の
大
群
飛
行
な
ど
あ
ら
た
な
ミ
サ
イ

ル
攻
撃
の
脅
威
が
増
し
て
き
て
い
る

の
で
、
相
手
領
域
内
で
も
弾
道
ミ
サ

イ
ル
等
を
阻
止
す
る
能
力
を
保
有
し

よ
う
と
い
う
の
で
す
。

雑
な
議
論
・
論
理
の
飛
躍

し
か
し
こ
れ
は
、
い
か
に
も
乱
暴

な
議
論
で
す
。
防
衛
が
だ
め
な
ら
攻

撃
と
い
う
の
で
は
論
理
が
飛
躍
し
す

ぎ
て
い
ま
す
。

何
よ
り
も
憲
法
９
条
違
反
、
先
制

攻
撃
を
禁
じ
る
国
際
法
違
反
は
明
確

で
す
。
我
が
国
の
防
衛
の
基
本
で
あ

る
専
守
防
衛
か
ら
も
逸
脱
し
ま
す
。

敵
基
地
攻
撃
と
い
う
の
は
、
簡
単

に
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

敵
ミ
サ
イ
ル
の
所
在
地
を
完
璧
に
把

握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

日
本
や
自
衛
隊
に
は
、
そ
の
よ
う
な

探
知
シ
ス
テ
ム
、
能
力
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
を
可
能
に
す
る
に
は
、
人

工
衛
星
や
無
人
偵
察
機
、
ス
パ
イ
組

織
な
ど
、
自
衛
隊
の
態
勢
や
国
家
体

制
ま
で
根
本
的
な
転
換
が
必
要
で
す
。

た
と
え
、
そ
れ
が
実
現
で
き
た
と

し
て
も
、
互
い
に
ミ
サ
イ
ル
を
撃
ち

合
う
こ
と
は
避
け
ら
れ
ず
、
相
手
国

の
ミ
サ
イ
ル
の
中
に
は
、
核
兵
器
が

含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
大
で
す
。

攻
撃
兵
器
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

中
距
離
ま
た
は
長
距
離
の
巡
航
ミ
サ

イ
ル
や
弾
道
ミ
サ
イ
ル
、
そ
し
て
そ

れ
ら
を
運
搬
す
る
Ｆ
35
戦
闘
機
、
攻

撃
型
空
母
、
ミ
サ
イ
ル
発
射
潜
水
艦

な
ど
の
大
増
強
、
大
軍
拡
は
避
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
す
で
に
２
０
１
８
年
末

の
防
衛
大
綱
に
は
、
そ
れ
ら
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
今
後
５
年
間
で
27
兆

４
６
０
０
億
円
も
の
大
軍
拡
で
す
。

で
す
が
、
さ
ら
な
る
大
軍
拡
と
な
る

の
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

元
自
衛
隊･

防
衛
庁
関
係
者
の

中
か
ら
も
批
判
や
慎
重
論
が

「
専
守
防
衛
と
は
、
攻
め
て
来
る

も
の
は
た
た
く
が
、
こ
ち
ら
が
攻
め

込
ま
な
い
こ
と
で
、
相
手
に
攻
撃
の

口
実
を
与
え
な
い
こ
と
だ
。
敵
基
地

攻
撃
能
力
は
そ
れ
を
超
え
る
。
米
朝
、

米
中
の
戦
争
を
ど
う
防
ぐ
か
、
緊
張

を
下
げ
る
た
め
に
日
本
に
何
が
で
き

る
か
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ

れ
を
せ
ず
に
敵
基
地
攻
撃
能
力
を
求

め
る
の
は
、
政
治
の
本
来
の
役
割
を

忘
れ
た
議
論
で
し
か
な
い
」

（
柳
沢
協
二
元
官
房
副
長

官
補
）

「
論
理
の
飛
躍
が
あ
る
。

自
衛
隊
を
攻
撃
型
に
変
え
、

そ
れ
を
も
っ
て
抑
止
力
と

す
る
の
は
、
憲
法
で
は
認

め
ら
れ
ず
、
専
守
防
衛
か

ら
大
き
く
逸
脱
す
る
」

（
岩
屋
毅
前
防
衛
相
）

「
あ
ま
り
に
も
性
急
で

荒
っ
ぽ
い
。
現
行
憲
法
の

範
囲
内
の
敵
基
地
攻
撃
能

力
を
持
つ
の
は
北
朝
鮮
へ

の
完
全
な
抑
止
に
な
ら
な

い
。
大
量
の
ミ
サ
イ
ル
を
同
時
に
撃

つ
場
合
、
ど
れ
が
日
本
に
向
か
っ
て

く
る
か
判
別
す
る
の
は
難
し
い
。
敵

基
地
攻
撃
能
力
よ
り
既
存
の
ミ
サ
イ

ル
防
衛
の
あ
り
方
の
議
論
を
優
先
さ

せ
る
べ
き
だ
」
（
香
田
洋
二
元
自
衛

艦
隊
司
令
長
官
）

「
こ
れ
も
憲
法
と
の
整
合
性
と
か
、

仮
に
相
手
の
領
域
内
で
抑
止
力
を
効

か
せ
る
場
合
に
、
じ
ゃ
あ
ど
ん
な
も

の
が
必
要
で
、

ど
れ
ぐ
ら
い

の
期
間
、
お

金
が
か
か
っ

て
、
そ
れ
は

日
米
同
盟
の

中
で
ど
の
よ

う
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
、

と
い
う
気
の

遠
く
な
る
よ

う
な
作
業
が

必
要
だ
と
思
っ

て

い

る

」

「
そ
う
い
う
議
論
を
詰

め
ず
い
き
な
り
敵
基
地

攻
撃
能
力
と
い
う
の
は
、

論
理
的
に
は
か
な
り
飛

ん
で
い
る
」
（
石
破
茂

元
防
衛
相
）

安
倍
首
相
は
実
現
に

意
欲
的
で
す
が
、
何
と

し
て
も
止
め
た
い
と
思

い
ま
す
。(

合
戸

政
治
）
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Ｆ35戦闘機から発射できるＪＳＭミサイル

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
は
暴
論
！

バ
ッ
ハ
と
同
じ
ド

イ
ツ
生
ま
れ
だ
が
イ

ギ
リ
ス
で
活
躍
し
帰

化
し
た
ヘ
ン
デ
ル
に

つ
い
て
。
（
ウ
エ
ス

ト
ミ
ン
ス
タ
ー
寺
院

内
に
墓
あ
り
）

彼
は
バ
ッ
ハ
と
は

異
な
り
オ
ペ
ラ
を
40

曲
弱
、
オ
ラ
ト
リ
オ

を
21
曲
作
曲
し
た
。

中
で
も
有
名
な
の
は

日
本
で
も
一
番
人
気

の
「
メ
サ
イ
ア
」
。
こ
れ
ら
は
教
会
で

は
な
く
劇
場
で
上
演
さ
れ
一
般
民
衆
の

人
気
を
得
た
。
バ
ッ
ハ
は
教
会
に
来
る

信
徒
の
た
め
に
作
曲
し
た
が
、
彼
は
民

衆
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
く
親
し
み
や

す
い
音
楽
を
作
っ
た
。
１
７
９
１
年
に

ロ
ン
ド
ン
を
訪
れ
た
ハ
イ
ド
ン
は
ヘ
ン

デ
ル
が
変
わ
る
こ
と
な
く
尊
敬
さ
れ
て

い
る
の
を
知
っ
て
驚
く
。
ビ
ー
ト
ル
ズ

が
１
９
６
０
年
代
に
現
れ
る
ま
で
彼
の

よ
う
に
国
境
を
越
え
て
名
声
を
得
る
作

曲
家
は
イ
ギ
リ
ス
に
は
出
な
か
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
コ
ン
サ
ー
ト
の
民
主
化

が
進
み
広
く
民
衆
に
解
放
さ
れ
て
い
た
。

１
６
６
８
年
完
成
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
の
シ
ェ
ル
ド
ニ
ア
ン
劇
場
（
僕
は
こ

こ
で
メ
サ
イ
ア
や
バ
ッ
ハ
の
マ
タ
イ
受

難
曲
を
英
語
版
で
歌
っ
た
こ
と
が
あ
る
）

で
は
た
く
さ
ん
の
オ
ラ
ト
リ
オ
が
上
演

さ
れ
た
。
声
楽
を
学
ぶ
初
心
者
が
必
ず

学
ぶ
古
典
声
楽
曲
集
に
は
彼
の
オ
ペ
ラ

の
ア
リ
ア
が
載
っ
て
い
る
。
超
難
し
く

て
プ
ロ
し
か
歌
え
な
い
バ
ッ
ハ
の
ア
リ

ア
と
は
異
な
り
彼
の
ア
リ
ア
は
と
っ
つ

き
や
す
い
。
中
で
も
私
が
好
き
な
の
は

「
セ
ル
セ
」
よ
り
「
か
つ
て
木
陰
は
」

と
「
リ
ナ
ル
ド
」
よ
り
「
私
を
泣
か
せ

て
く
だ
さ
い
」
そ
し
て
「
ア
ル
チ
ー
ナ
」

よ
り
「
あ
あ
！
私
の
心
よ
、
お
前
は
あ

ざ
笑
わ
れ
た
」
で
す
。
日
本
で
は
ヘ
ン

デ
ル
は
バ
ッ
ハ
と
違
い
「
深

み
が
な
い
」
と
し
て
軽
く
見

ら
れ
る
が
ど
う
だ
ろ
う
か
？

私の好きな音楽
（６）～ 宮 秀雄 ～

アメリカ白人が少数派になる日

―「2045年問題」と新たな人種戦争 ―

矢部 武（著） かもがわ出版

トランプ大統領の言うがままにF35戦闘機な

どの爆買いに走る安倍首相。「アメリカ言いな

りだ。いったいどこの国の首相なんだ」と私た

ちは批判する。しかし、私はアメリカという国

―「差別と憎悪と対立を煽るトランプという人

物を大統領に選び取った国･アメリカ」につい

てどれだけ知っているのだろうと考えることが

しばしばある。ほとんど知らないのだ。

『アメリカ白人が少数派になる日―「2045年

問題」と新たな人種戦争』は、書名から分かる

ように2045年、白人と非白人の人口比率が逆転し

白人が少数派になるという予測が出たことに触発

され書かれた本だ。アメリカは1600年代から新天

地を求めてやってきた入植者が東部や南部に13の

植民地をつくったのが国の始まりとされる。初期

の入植者の多くは「アングロサクソン系白人キリ

スト教徒（プロテスタント）」だったという。そ

のことが「アメリカは白人がつくった国だ」とい

う根強い意識を白人の側に形成した。その白人が

多数派を失うことが現実味を帯びてきた―その不

安と恐怖の増大が白人保守層に広がり、トランプ

大統領の誕生にもつながったという。現代アメリ

カ社会の現状を知る上で大変興味深い一冊として

読んだ。 榎本 仁

平和の本の紹介

平和の動き
８～９月

８月29日 ９の日行動 12:00～青葉前

９月７日 ヒバクシャ署名 12:00～東急前

９月９日 ９の日行動 12:00～青葉前

９月19日 オールしずおかアクション

16:30～青葉前

９月29日 ９の日行動 12:00～青葉前


